
防衛省・自衛隊における被災地産品の
利用拡大の取組について

平成３０年７月５日

防衛省

原子力災害による風評被害を含む
影響への対策タスクフォース



○ 防衛省・自衛隊で調達しているレトルト品（陸上自衛隊の戦闘糧食Ⅱ型）については、全２１種類のメニュー

のうち１３種類が、被災地（青森県、岩手県、宮城県及び福島県の東北４県）の工場で製造された主食（ごはん

類）又は副食（おかず類）を含んだ製品。

○ 平成２９年度の被災地産製品の調達実績は約１１９万食（約７.８億円）。

※ 平成２８年度は約９４万食（約６．２億円）。

○ 引き続き、積極的に被災地で製造された食品の調達を行っていく予定。

主食

○ 防衛省・自衛隊では、駐屯地や基地等で提供する食事について、地元の食材を活用する地産地消と東日本大震

災の被災地産品の消費拡大等に積極的に取り組んでいる。具体的な一例については以下のとおり。

○ 福島県産の米について、福島県内に所在する全ての駐屯地・基地で福島県産の米を産地指定して調達。

【平成２９年度の調達実績】

２ 防衛省・自衛隊における地産地消の取組について

福島県内の駐屯地・基地 産地指定 銘 柄 調達量

陸上自衛隊 福島駐屯地（福島市） 福島県産 コシヒカリ１等米 ２９．４トン

陸上自衛隊 郡山駐屯地（郡山市） 福島県産 コシヒカリ１等米 ３６．０トン

航空自衛隊 大滝根山分屯基地（双葉郡） 福島県産 コシヒカリ１等米 ６．８トン

１ 防衛省・自衛隊における被災地からのレトルト食品調達について

主食

（１）福島県産の米の利用促進

さば味噌煮 さんまピリ辛煮



○ 被災地産食材を使用した料理の提供

福島県等など被災地の山の幸、海の幸を積極的に取り入れたメニューを考案して隊員に提供。

○ 宮城県特産のホヤを使用した料理の提供

・ 陸上自衛隊では、宮城県所在の基地で「ホヤ天カレー」、「ホヤキムチ」などを隊員に提供。

・ 航空自衛隊では、昨年３月に松島基地でホヤ調理競技会を開催した際、復興大臣賞を受賞した「ホヤ入り

海鮮ビビンバ」などを、青森県や滋賀県といった県外の基地でも隊員に提供。

※ 自衛隊で考案・提供した復興支援メニューは別紙第１のとおり。

○ 隊員に対する地元産品のＰＲ

食堂の掲示板や卓上に掲載、基地内での放送などにより、隊員に地元産の食材の良さをＰＲ。

※ ＰＲ事例は別紙第２のとおり。

○ 防衛省・自衛隊では、今後とも駐屯地や基地等での食事を通じて地元の食材を活用した地産地

消の促進や東日本大震災の被災地産品の調達など、地元への貢献に積極的に取り組む。

（２）被災地産食材の積極的活用

３ 今後の取組

（３）地元産品のＰＲ



舞茸ご飯
【宮城県産（大和町）】

ほっき飯
【宮城県産（名取市閖上）】

はらこ飯
【宮城県産（亘理町）】

魚のオニオンマリネ
【福島県産】

フルーツバイキング
【福島県産】

陸上自衛隊
大和駐屯地

陸上自衛隊
霞目駐屯地

陸上自衛隊
霞目駐屯地

別紙第１

陸上自衛隊
郡山駐屯地

被災地産品食材の積極的活用

ホヤ天カレー ホヤ天丼 ホヤキムチ
ホヤ入り

海鮮ビビンバ
ホヤの酢の物

宮城県特産のホヤを使用した料理の提供

陸上自衛隊
多賀城駐屯地

陸上自衛隊
大和駐屯地

航空自衛隊
松島基地

饗庭野分屯基地

陸上自衛隊
仙台駐屯地

航空自衛隊
車力分屯基地

被災地産品を使用した料理の提供

陸上自衛隊
郡山駐屯地



食堂の掲示板に掲載
（陸上自衛隊 大和駐屯地）

別紙第２
隊員に対する地元産品のＰＲ

卓上メモ

リーフレット

卓上献立

基地内放送で重要性を説明
（陸上自衛隊 仙台駐屯地）

食堂の掲示板に掲載
（陸上自衛隊 郡山駐屯地）

食堂の卓上に説明を記載
（陸上自衛隊 霞目駐屯地）
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